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研究成果の概要（和文）：すでに歯科口腔保健システムが実施されているが、成果が出ていない町の保健師・担
当栄養士に、グループインタビューを実施した。その結果、養護教諭に対しての関係が影響していた。開始時の
地域保健と学校保健の打ち合わせが実施されていなかった。久山町型「一般行政・教育行政の課題共有型歯科口
腔保健システム」の構築においては、地域の課題と学校保健の課題を同じ課題として、捉える考え方を持つこと
が必要と考えた。

研究成果の概要（英文）：We conducted group interviews with public health nurses and dietitians in 
towns where a dental and oral health system has already been implemented but has not produced 
results. The results showed that the relationship with the school nurse was affecting the system. 
There was no initial meeting between community health and school health. In constructing the 
Hisayama Town-style "general administration and educational administration issue-sharing dental and 
oral health system," we felt it was necessary to have a mindset that sees community issues and 
school health issues as the same issue.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
久山町型「一般行政・教育行政の課題共有型歯科口腔保健システム」について検討することで、他の町での実施
を阻害する因子を探索することができこの因子でまず保健師の教育において、学校保健の課題は地域課題として
捉え、学校保健担当である養護教諭と常に意見交換を行い互いの現場の課題を共有することが必要であることが
明らかになった。さらに、改めて公衆衛生看護学で保健師過程の初学者に対して、地域に属するあらゆる組織の
課題を地域の課題として捉える教育に力を入れる必要が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
1984 年に福岡県久山町で公衆衛生看護を行う保健師が中心になり、地域保健、学校保健が一
体になり歯科口腔保健に取り組むことで成果を上げてきた。当時、行政保健師は巡廻時に養護教
諭や幼稚園教諭に面談し、実施上の悩みや歯科口腔保健以外の児童生徒に関する事の相談を受
けていった。（顔を合わせることで問題となる前の悩みが浮かび相談し問題を未然に防ぐ出会い
がしら相談が行われた）また、毎月の養護部会に保健師が参加し親密さを深めた。歯科口腔保健
を切り口にして児童生徒の個々の歯科口腔保健以外の課題について協議ができ地域保健と、学
校保健をつなぐことができた。歯科口腔保健の実施にあたり養護教諭が困難と感じている全職
員との共通理解のため学校教員に対して歯科口腔保健の研修会を大学、学校歯科医の支援を受
け、教育委員会と保健師が所属する部署とで開催した。現在あらゆる分野で多（他）職種連携と
いわれるが、同じ目標に向かい、「他職種が仲良くすること」が基本であると考えた。そのため
には、公衆衛生看護を行う保健師が中心となり学校保健だけの問題とせず、学校保健も地域の一
つの場として取り組むことが大切と考えるに至った。しかし、現在公衆衛生看護に携わる保健師
の世代交代や、学校歯科医、学校と時代の変化で事業は継続されても、真に地域保健活動と、学
校保健の活動が連携しているとは限らない。本研究は、単なる実態調査でなく保健師の考え方の
方向性として「学校保健は独自の役割を果たしながらも公衆衛生看護が包含する場所であり、歯
科口腔保健はその切り口の一つである」ということを理解することである。学校教育や社会教育
や共生社会の考え方も地域・学校区と動いている現在、公衆衛生看護も地域を包含して行うこと
が求められている。 
 学校保健と地域保健の連携で、津村らは保健師と養護教諭の連携を取りたい内容は、健康教育
などの事業で、歯科口腔保健に関しては「虫歯予防教室」「歯磨き指導」等であり、技術支援へ
の連携要望が中心で、地域課題、学校保健の課題共有、解決については表現されていないとして
いる 3）。又、山田らは「いじめ」「不登校」などに関して学校保健と地域保健との連携の果たす
役割が大きいとしている。しかし地域課題と学校保健課題の共有については述べられていない
とし、さらに協議の場の必要性や、学校保健と地域保健の連携の必要性は取られているものの、
なぜ必要かとの焦点が絞られていないとしている 4）。また、山道らは、地域保健の管轄と、学校
保健の管轄違いの影響を連携の難しさとし、子供の健康課題の解決に今後地域保健と学校保健
の双方からのより親密なアプローチが必要と報告している。なお地域と学校が双方の役割を十
分に理解し、様々な視点から連携の在り方を捉え、実践していくことが重要であるとしている 5)。
更に、今回の研究では児童生徒のための地域保健と学校保健の連携に関する論文がすべてであ
った。生涯学習が重視されている現代、保健所、市町村、医療機関などの地域側が学校保健以外
の地域保健活動（成人・精神・老人保健など）を展開する際に、学校保健と連携あるいは活用す
る機会が増加していくことも期待したい。歯科口腔保健を切り口とした一般行政・教育行政によ
る課題共有についての研究報告はない。 
特に学校保健を担う養護教諭と行政保健師の課題の捉え方の共有が大切と考えられる。子ど
もの歯科口腔保健を含む健康意識は、親の価値観に大きく左右されるため、健康に関するリテラ
シーには大きな格差があると予測される。学校では、家庭環境の違いに関わらず平等に健康リテ
ラシーを成長させることができる。本研究は、久山型「一般行政・教育行政の課題共有型歯科口
腔保健システム」をモデルに、学校歯科口腔保健システムについての課題を現在行政保健師が地



域保健の課題として捉えて実施しているかどうかは不明である。 
一般行政・教育行政の課題共有による「久山型歯科口腔保健システム」の構築とその検証をす
るという前に歯科口腔保健システムが実施されているが12歳児の齲歯保有が高い町について課
題を考えてみたい。 
 
２．研究の目的 
一般行政と教育行政の課題共有による久山型「一般行政・教育行政の課題共有型歯科口腔保健
システム」の経験知を認識知としてモデル化し、その実践による効果を検証する。本研究は久山
型「一般行政・教育行政の課題共有型歯科口腔保健システム」をモデルに、実践することである。
しかし、学校歯科口腔保健についての課題を行政保健師が地域保健の課題として捉えて実施し
ているかどうかは不明である。そのため課題を明らかにし久山型「一般行政・教育行政の課題共
有型歯科口腔保健システム」の構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)行政保健師へのアンケート調査 
(2)口腔歯科保健システムを実施している町の保健師及び歯科保健担当栄養士へのグループイン
タビュー調査 
 
４．研究成果 
(1)行政保健師へのアンケート調査 
学校歯科口腔保健についての課題を行政保健師の課題としてとらえているかの実態調査を行
った。 
福岡県・佐賀県の政令都市を除く市町村正規採用保健師を対象にアンケート調査の実施。73
件の回答が得られた。そのうち協議に参加しているのは、保健師 6件、養護教諭 5件であった。
課題解決に携わるであろう保健師と養護教諭の参加が少ないことがわかった。保健師の業務が
増えているとはいえ、地域課題を見つけ共同して課題を解決し、地域を作っていくことについて
の業務が優先順位として下位に置かれているのではないかと考えられた。 
(2) 口腔歯科保健システムを実施している町の保健師及び歯科保健担当栄養士へのグループイ
ンタビュー調査 
すでに歯科保健システム導入済であるが 12 歳児の齲歯保有率が高い町の保健師、歯科担当栄
養士へ以下の内容でグループインタビュー調査を実施。 
① フッ素洗口開始時期（フッ素を利用した歯科保健） 
② 立ち上げの準備期間・メンバー・保護者への説明・環境整備などでの苦労したこと 
③ 開始後の成果 
④ 地域への影響 
⑤ 歯科保健の変化 
⑥ 学校の課題と地域課題への取り組みをどう考えるか 
⑦ 養護教諭とのかかわりをどう考えるか 

歯科口腔保健開始にあたっては教育行政主導で開始され、勉強会や、保健師が加わっての会議
開催はなかったとのことである。このことは学校保健の課題と、地域課題の共有がなされる機会
がなかったと考える。現在町内の養護教諭の会議への保健師の参加はない。今回の 12 歳児の統



計調査の疑問が伝えにくいとのことであった。このことは普段からの養護教諭と保健師の関係
が課題共有を難しくしていると考えられる。一般行政の保健師は教育行政での課題も地域課題
の一つとして考え学校保健での単なる講師的立場ではなく、ともに地域課題を解決する立場と
しての活動が必要となる。 
 
≪引用文献≫ 
1) 文部科学省、学校保健統計調査、平成 30 年度 
2) 矢田部尚子・古田美智子・竹内研時・須磨柴乃・渕田慎也・山本龍生・山下喜久、歯周疾患
検診の推定受診率の推移とその地域差に関する検討、口腔衛生学会雑誌、68(2)、92-100、
2018 

3) 津村直子・工藤香織、学校保健と地域保健の連携に関する研究－特に養護教諭と保健師の連
携について－、北海道教育大学紀要（教育科学編）、55(1)、249-256、2004 

4) 山田七重・中村和彦・山縣然太朗、学校保健と地域保健との連携の現状と諸問題、山梨医科
大学紀要、16 巻、6-10、1999 

5) 山道弘子・浜端賢次・池下麻美・花田純子、地域保健と学校保健の連携に関する文献的考察、
The Journal of Nursing Investigation、1(1)、66-77、2003 
 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

研
究
分
担
者

岩本　節子

(IWAMOTO SETUKO)

(50912424)

活水女子大学・看護学部・講師

(37405)

研
究
分
担
者

中村　寿子

(NAKAMURA)

(90760471)

活水女子大学・看護学部・講師

(37405)

研
究
分
担
者

山中　富

(YAMANAKA TOMI)

(30818521)

福岡看護大学・看護学部・講師

(37129)

研
究
分
担
者

吉田　大悟

(YOSIDA DAIGO)

(10596828)

福岡看護大学・看護学部・教授

(37129)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

宮園　真美

(MIYAZONO MAMI)

(10432907)

福岡看護大学・看護学部・教授

(37129)



８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


